
二村：関係性から見た発達障害の新たな査定方法

− 53 −

Ⅰ：はじめに

発達障害の査定に用いられるテストとして、例えばDSM-Ⅳ（1994）、WISC（1949）といった
様々なテストが挙げられる。これらテストはそれぞれの観点から発達障害を査定するテストであ
るが、本研究では対人関係の観点から、Hafsi（1997, 2010a）による原子価査定テスト（Valency 
Assessment Test, 以下VAT）を用いて、発達障害を査定するテストとしてVATは妥当である
か、あるいは治療につながる可能性を模索していく。

使用する尺度であるVATとは、パーソナリティの側面である他者との繋がり方、すなわち
Bion（1961）やHafsi（2003, 2004）の言うところの原子価、及びその構造を査定するために作成
された質問紙である。

本研究では、発達障害は原子価に何らかの構造的問題を抱えていると考え、非発達障害の原子
価構造と分析比較するために、それぞれ９名からなる２つのグループを対象としてVATを用い
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た調査を行った。
初めに本研究の基本的な概念である「発達障害」の概念、及びに「原子価」とその「原子価構

造」の理論についての説明を述べた後、研究目的、その研究方法と結果の記述、分析と考察につ
いて述べていく。

Ⅱ：発達障害

発達障害とは、通常、幼児期や児童期、または青年期に初めて診断され、その障害の起因が精
神的、または身体的であるか、あるいは心身両面にわたりその状態がいつまで続くか予測するこ
とが出来ず、自己管理、言語機能、学習、移動、自律した生活能力、経済的自立等の、いくつか
の領域で機能上に制限が認められた場合に診断される障害の一つであるとされる。したがって症
状が成人期に認められた場合にあっても、症状が幼児期や児童期といった狭義の発達期に生じた
と認められれば、発達障害という診断が下される場合もある。

大きく分類するならば、発達障害の定義は以上の通りであるが、しかしその領域があまりに
も広大なため、その定義については曖昧にされ述べられている。それは発達障害が、初めは知的
障害の研究から発した定義だからである。つまり、機能的な障害として研究されていたものが、
1980年代に入って知的障害の含まない認知や情動の面での障害が認知され始め、能力的な障害を
も含むものであるとされたために、発達障害は機能面と能力面での障害の、二面性を持つように
なったのである。現在では能力面での発達障害が主として認知されており、また、ここに社会的
側面からの障害が加わり、大きく三つの領域に分けて発達障害は語られている。

このような多岐に渡る障害面を持つ発達障害を診断するために、DSM-Ⅳ（1994）やWISC
（1949）といった様々な検査があり、例えばDSM-Ⅳ（1994）では、アメリカ精神医学会は発達
障害を以下のように発達障害を定めている。

発達障害とは、18歳未満に発症した明らかに平均以下の知的機能と適応機能の障害を持つ精
神遅滞、生活年齢、測定された知能、年齢に応じた教育などから期待される基準よりも相当に低
い学業的機能によって特徴付けられる学習障害、生活年齢、測定された知能などから期待される
水準よりも相当に低い協調運動能力によって特徴付けられる発達性協調運動障害、表出性言語障
害、需要‐表出混合性言語障害、音韻障害などのように、会話、及び言語における困難さによって
特徴付けられるコミュニケーション障害、これまで自閉症と総称されていた自閉性障害や、アスペ
ルガー障害等を含む、多彩な領域における発達の重度の欠陥及び広汎な障害によって特徴付けら
れる広汎性発達障害、不注意及び、または多動性・衝動性の著明な症状を持つ注意欠陥・多動障
害や、他人の基本的権利あるいは年齢相応の重要な社会規範または規則を犯す行動様式によって
特徴付けられる行為障害等が含まれる注意欠陥及び破壊的行動障害等が代表的な障害である。

また、日本の厚生労働省の施行する発達障害支援法（2004年12月10日法律第167号）では以下
のように述べられている。

この法律において「発達障害」とは、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、
学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢
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において発現するものとして政令で定めるものをいう（第二条第一項）。この法律において「発
達障害者」とは、発達障害を有するために日常生活又は社会生活に制限を受ける者をいい、「発
達障害児」とは、発達障害者のうち十八歳未満のものをいう（第二条第三項）。

以上が医療、福祉の二つの観点から発達障害の定義をまとめたものであるが、しかし発達障害
の具体的な症例とその定義については明確に示されておらず、またその定義の中には多くの領域
に渡る障害が含まれている、とだけ述べられている。

この他にも発達障害には、幼児期または児童期早期の捕食・摂食障害、チック障害、排泄障害
等が含まれており、その多種性から、発達障害という概念の明確な定義付けが非常に困難である
ことが伺えるだろう。

広汎性発達障害もまた、発達障害の一領域であるためにその概念の明確な定義付けが非常に困
難である。しかし広汎性発達障害の全てを判別することは難しいながらも、多くの症状、諸研究
が示す通り、学習面、あるいは対人関係構築能力において、社会性の獲得に問題が認められるこ
とがその特徴であると言えるだろう。アスペルガー症候群の主たる症状である他者への共感が示
せない、といった社会的コミュニケーションの問題。自閉症の主たる症状である意思伝達の手段
の著しい欠如。学習障害の主たる特徴である質的な学習への受容に対する差異。反応が理解でき
ない、気持ちがわからない、そういった例が広汎性発達障害の特徴として多く挙げられている。
他の発達障害も少なくとも知的、社会的な側面での問題を含む学習能力に何らかの障害がみられ
ることが共通点としてあげられる。つまり、社会性、対人関係の構築が困難であるということが
理解できる。

発達障害や広汎性発達障害が実際に対人関係中にどのような形として現れるか、例を示すな
らば、杉山登志郎（2002, 2007）が発達障害の具体例として示したアスペルガー障害、ADHDの
事例。小林隆児（2010）が示した自閉症の事例が挙げられる。両名の著書にある多数の事例をま
とめるならば、「視線があわない」、「反応がアンビバレントであり理解できない」、「空気が
よめない」、「こだわりが強く、指示を受け付けない」、「質問に答えない、答えられない」、
「相手の気持ちがわからない」、「知的能力の高低が与える相手への影響」といった、行動的、
情動的に関係性を持つことが困難であると述べられている。

これらに関する共通点とは、対人関係の問題であると言えよう。つまり相手とつながることが
出来ないことが、発達障害に共通する社会的問題として取り上げられている。発達障害を持った
対象が、相手と心的に繋がるための健康的な手段を持ち得ていないために引き起こされた行動、
現象であり、あるいは原子価論で言うところの、人と人の繋がるための健康的な原子価構造を
持っていないからだと考えられるだろう。

ここから本研究では、発達障害の抱える共通する問題である、他者と繋がりを持つことへの困
難さを、人や対象との繋がるための能力と手段を分析する原子価論の観点から捉えた。



奈良大学大学院研究年報 第 18 号（2013 年）

− 56 −

Ⅲ：原子価とその構造について

1. 原子価
原子価（Valency）とは、Bion（1961）により提唱されHafsi（2003, 2004）によって定義され

た、集団・グループを含む対象への結合のための、心的行動手段を指す特性である。Bionは対人
関係や人の繋がり方を記述するのに「原子価valency」という概念を使用して説明したが、その
記述は完全ではなく、後にHafsiにより原子価は「確立した行動パターンを通して、他者と瞬間
的に結合する個人の能力」として定義された。Hafsiは、人間が原子と同様にその精神に原子価
の手を持ちまたお互いにその原子価によって結合すると考え、全ての人間には原子価があり、原
子価のない人は精神的機能からみればもはや人間でないとさえ述べ、原子価の重要性や普遍性を
強調している。原子価の獲得についてはHafsi（2010a）によると、誕生以前の時期を含む、早期
の対象関係の所産であるとしている。すなわち、Klein（1946）により記述された、早期の精神
病態勢、妄想分裂的態勢―抑うつ的態勢、前エディプス、エディプスの体験を通じてであると考
えられる。

その後、原子価論はHafsi（2003, 2004）を初めとする多くの研究者によるいくつかの論
述・研究が継続されており、それら論述からの示唆から原子価には４つのタイプ、「依存
（dependency）」・「つがい（pairing）」・「闘争（fight）」・「逃避（flight）」が存在する
とされる。４つの類型の原子価、その特徴については以下の通りである。

1）. 依存原子価（dependency valency）
依存原子価の特徴は、上下的人関係や相互作用、相互作用的依存、低い自己評価、他者の過剰

評価が挙げられる。一方で援助を必要とする人に対する過敏さ・理解・同情に優れており、人の
役に立ちたいという願望を抱いているという特徴もある。頼りたいという欲求と頼られたいとい
う欲求が共存しており、一方のみが重視されることもある。

2）. 闘争原子価（fight valency）
闘争原子価の特徴は、自己主張、攻撃性、敵意、競争心が高いことが挙げられる。人の上に立

ちたいという強い願望を抱いているため、グループの中では仕切り役にまわる場合が多いことも
その特徴である。衝突が、普遍的に人と繋がるための方法であるとする信念を内的に抱いている
ことが特徴である。

3）. つがい原子価（pairing valency）
つがい原子価の特徴は、相互親密による対人結合を望み、少人数によるグループを好むこと、

目立ちたいという傾向が強いことが挙げられる。また、異性に対するアピールが強く、強い好奇
心を持ち、対人関係において明るく、親しく振舞う等の傾向がある。平和主義で正義感が強いと
いう特徴もあり、個人的な話のできない大集団を望まない傾向もみられる。また、親密関係を妨
げる全ての要因が望ましくはないために、公平さ、平等であることを重視する。
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4）. 逃避原子価（flight valency）
逃避原子価の特徴は、葛藤回避、過剰な遠慮、距離感、プライバシーを重視するなどが挙げら

れる。具体的には、闘争原子価と同様に敵の存在を意識し、葛藤を回避するために、または関係
を維持するために、他者との間に一定の心理的および物理的距離を置く傾向がある。そのため、
内向的であるように見えるが、一方では優れた観察力を持つという特徴もある。

2. 原子価構造
原子価理論によれば、正常な人は基本的に、「多原子価性（polyvalency）」によって特徴付

けられる（Hafsi , 2006）。すなわち、正常で、安定した人間関係を築き、自分の社会的環境に適
応出来る人は、少なくとも2つ以上の原子価からなる「原子価の構造（valency constitution）」
を持っている。正常な原子価構造では、1つの「活動的原子価（active valency）」を中心に、い
くつかの「補助的原子価（auxiliary valency）」が含まれている。

活動的原子価とは、人が他者との相互作用において、または他者に対し反応する際に最も頻
繁にかつ瞬間的に示される原子価の類型、言わば、主体の一種の「心的顔」に相当するものであ
る。心理的に安定した対象の不在とそれに対する自我の忍耐力の不十分さによって、この「心的
顔」が取得されず、そしてそれが他者に見えなくなる場合は、安定した対人関係が困難になる。
「あの人はよく分からない」等の反応は、他者による「心的顔」の欠如に対する代表的な反応で
ある。

補助的原子価は、活動的原子価以外の原子価であり、人が活動的原子価によって対象と繋がる
ことが出来ない時に補助的に示される原子価である。補助的原子価には、2つの基本的な機能、
「適応的機能」と「支持的機能」とが備わっている。

自分の活動的原子価による対象との繋がりが築けない場合、正常な人は、意識的、あるいは無
意識的に活動的原子価を抑え、一時的に補助的原子価によって対人関係を築き、様々な対人関係
的な状況に適応していくことが可能となる機能である。例を挙げれば、活動的原子価として闘争
原子価を持っている人が、闘争原子価より依存原子価を必要とする対人的状況を体験した時に、
それに適応していくために、補助的原子価としての依存原子価を用いることがある。これが適応
的機能の結果である。

支持的機能の役割としては、補助的原子価の、活動的原子価による繋がりを保持させることに
ある。活動的原子価による対象との繋がりを保持する、または強化するために、主体は活動的原
子価を示し続けながら、状況に応じて、一時的に一定の補助的原子価のいくつかの特徴的な要素
を示す。つまり、主体と対象が異なる活動的原子価を持っていた場合、対象が自己の活動的原子
価による結合を望んだ時に用いられる機能である。例を挙げれば、主体が闘争原子価を、対象が
依存原子価を持っていることにより、両者の繋がりが危機に瀕している場合に、主体が対象の依
存的な要求に対して肯定的に反応し、依存原子価を反映する依存的な態度や行動を示すことがあ
る。これにより、両者の繋がりが保持されることとなるというのが、支持的機能の結果である。

人は、原子価を一つだけ持っているのではなく、あらゆる原子価を駆使して対人関係を築こう
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とする。その原子価を駆使するために構築された構造が、原子価構造である。
基本的に正常な人は、１つの活動的原子価と３つの補助的原子価が機能する原子価構造からな

るが、原子価構造には正常なものと病理的なものとがある。病理的な原子価構造は、マイナス原
子価として区別される。以下がマイナス原子価の詳細である。

1）. 過少の原子価
あらゆる原子価の水準が低い場合、マイナス原子価、過少の原子価であると考えられる。過少

の原子価である人は、いかなる原子価も十分に示すことができない。すなわち、依存的な関係、
闘争的な関係、つがい的に親密になる、衝突を避ける、などの接触やつながりを持つことができ
ず、また肯定的に反応することもできない。他者には、誰ともつながらず、誰をも必要とせず、
自分の世界に完結してしまっているような印象をもたらす。

2）. 未分化の原子価
あらゆる原子価の水準がほぼ一定の場合、マイナス原子価、未分化の原子価であると考えられ

る。未分化の原子価である人は、全ての原子価が備わっているために、あらゆる対人関係に反応
し、適応することができる。しかし、活動的原子価を示すことができないため、対人関係中の状
況において、どのような原子価が相応しいかを判断することができず、不適切な反応を示すこと
となる。依存的反応を要する対人場面において、相手の欲求を誤認し、闘争的反応を示してしま
う、等の例が挙げられる。いずれの場合も、未分化の原子価である当人は、相手とつながらず、
無連結、あるいは分離による恐怖と不安とを対人関係中に体験している。

3）. 過度の原子価
ある原子価の水準が抜きん出て高い場合、マイナス原子価、過度の原子価であると考えられ

る。過度の原子価である人は、相手の要求を考慮せずに自身の原子価のみを表現し、それによっ
て相手と一方的に結合しようとする、順応性の欠如や厳格さによって特徴付けられる。すなわ
ち、一定の原子価のみを強調して示したり、その原子価が要求される場面にのみ反応するため
に、社会的環境に適応することが難しく、心的一方的な要求によって、安定した感情的なつなが
りを築くことが不可能となる。一方的な心的つながりの強制により、他者との絆が破壊され、本
人の過度の原子価がさらに強固になっていく、対人間における悪循環がみられるようになる。

以上の原子価構造、マイナス原子価構造の概念に基づき、本研究では分析を進めた。本研究の
目的については、以下の通りである。

Ⅳ：研究目的

発達障害には社会適応への困難さが共通点として存在している、という点に着目し、事実そう
であるかを計るために、前研究（二村, 2011）を行った。結果として、領域の異なる発達障害を
持った全員が、マイナスの原子価構造であることが判明した。ここから、発達障害には、人と人
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がつながるための手段である原子価の構造が、マイナスの原子価構造となっている一つの示唆を
得ることが出来た。また、VATは発達障害の、社会適応についての側面を計れるだろう、とい
う第二の示唆を得ることも出来た。

本研究では前研究で得た第二の示唆である、VATが発達障害を計る機能を持っているか否か
を検証していくことを目的とする。そのために本研究では、発達障害である人たちを集めたグ
ループと、非発達障害である人たちを集めたグループとのVAT結果を分析し、比較した。

Ⅴ：仮　　説

発達障害にある共通的な症状が、人と人とのつながりの手段的欠如、不適切な対人関係によ
るものであり、それをVATで測定することが出来るだろう、とするのが本研究の仮説であり、
これを検証することが本研究の目的である。すなわち、発達障害である人を集めたグループの方
が、非発達障害である人を集めたグループよりも、マイナス原子価構造である人の数が多いだろ
うという仮説を立てた。

本研究の目的を検証するために、発達障害については他医療機関の診断を基に、原子価につい
てはVATによる質問紙調査法を用いた。調査における方法論の詳細な説明は、以下に示す通り
である。

Ⅵ：方　　法

１. 対象
仮説を検証するために、本研究では、発達障害と診断された9名からなるグループと、無作為

に抽出した非発達障害の9名からなるグループとを比較対象とし、検査と分析を行った。
本研究における発達障害グループ、非発達障害グループの調査対象は、関西圏に通う大学生そ

れぞれ9名2組である。なお、発達障害グループ対象者は他医療機関より、アスペルガー症候群、
学習障害等の発達障害であると診断がされている（DSM-Ⅳ、及びWISC-Ⅲその他検査の判定結
果より）。なお、診断名および発達障害の具体的な査定内容については、非公開を希望するの旨
の連絡を受けているため、個人情報守秘のためにここでは伏せることとする。原子価については
両グループ全員の原子価と原子価構造を、原子価査定テストにより査定する。

２. 尺度
活動的原子価を測るために原子価査定テスト（Valency Assessment Test）を使用した。以下

がVATの測定概念についての詳細な理論的説明である。

1）. Valency Assessment Test
原子価における、４つのタイプの活動的原子価を測定するために、Hafsi（1997, 2010b）によ

る原子価査定テスト（Valency Assessment Test. 以下VAT）を使用した。このテストは文章完
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成法の質問紙である。
質問紙の内容については、「依存」・「闘争」・「つがい」・「逃避」の４つの原子価、お

よびグループの貢献度についてを測る「協同指標（Cooperation Index）」に関する項目から成
る。以下が質問項目の一例である

例：リーダーが太郎を助けようとしたとき、太郎は　　　　　　　　　　　　　　

上記の質問文の空欄に自由記述をする形で、VATは進められる。質問の項目数については、
それぞれの原子価、および協同指標について各5項目ずつ、合計25項目がランダムに配置されて
いる。各項目についての回答によるカテゴリー得点を、Hafsi（2010b）による得点化マニュアル
と手続きに従い算出し、各活動的原子価と補助的原子価に分類する。これら以外にもVATの採
点により、対象とのつながりにおいて、どのような表現法を使っているか、反応の性質（否定的
反応、肯定的反応）や反応の表現方法（行動的、感情的、知性的）が算出され、個々人の反応を
多角的に見ることが出来る。評定される反応の性質について、具体的には以下の通りである。

①刺激状況に対する否定的、肯定的反応
問題文が示す刺激状況に対し、否定的な反応を示すか、肯定的な反応を示すかで判定される。

VATの評定の際は、まず反応の性質が否定的であるか、肯定的であるかで大きく二分し、その
後、より詳しく表現方法の分析を行っていく。否定でも肯定でもどちらでもない、という反応は
現状維持とみなし、これは肯定的反応に含まれる。

②言動的表現
発言を含むあらゆる言語的、活動的動詞による表現である。言語的表現は「明白な言動」と「曖

昧な言動」とに分けられる。他者にとってより明らかで、誰においても意味の理解が容易かつ刺激
状況において論理的となっている場合は「明白な言動」として、それ以外の、例えば頬笑みで返し
た、などのどちらともとれるアンビバレントな回答は、「曖昧な言動」として分類される。

③情動的表現
一般に言われる喜怒哀楽、あるいはあらゆる情動を反映した表現である。例えば、失望した、

怒った、嬉しい、楽しんでいた、という反応は、情動的表現に含まれる。情動が発生した後、行
動化したという回答であった場合は、これは言動的表現に分類される。

④知性的表現
知性、あるいは認識、自身の認知に深く関わった表現である。刺激状況に対し、考えた、思っ

た、といった思考的な回答であった場合、知性的表現に分類される。嬉しいと思った、といった
情動的表現が含まれる回答であった場合、最終的にその情動を自身が認知しての回答形であるた
め、これは知性的表現に分類される。
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以上の反応の性質に分類していくことで、VATは評定される。
また、VATには協同指標を計る機能がある。協同指標とは、他者と協力して共同作業に参加

したり、それに貢献することができる能力を測定するための指標である。低度の協同指標であっ
た場合、その能力が欠如している、あるいは低下しており、マイナス原子価における一つの特徴
として現れる。すなわち、他者と安定したつながりを築くための手段の欠如により、グループと
結合し、共同作業に積極的に参加し、貢献していくことが困難となるからである。

これら理論と構成により、VATは成り立っている。また、VATは信頼性、及び妥当性が確認
されている。

3. 手続き
VATを個々人の承諾と大学の許可を得た後に実施した。その際に研究の目的や研究の協力に

ついては任意であること、また、個人情報は厳守する旨を十分に説明している。実施については
15分程度の時間を取り、その場で記入し、記入後に質問紙を回収した。これら調査の結果につい
ては以下の通りである。

Ⅶ：結　　果

発達障害グループ９名、非発達障害グループ９名のVAT結果を、得点化マニュアルと手続き
に従い算出した。その結果、非発達障害グループには何ら異常はみられず、発達障害グループ９
名は、その全てがマイナス原子価構造を持っていることが証明された。

以下が発達障害グループより抽出した、Ａさん、Ｂさん、ＣさんのVAT判定結果及び原子価
構造の詳細である。

1. Ａさん：VATの結果
ＡさんのVATの結果を分析したところ、その活動的原子価は闘争だった。補助的原子価は水

準の高い順に、逃避、つがい、依存原子価という結果となった。
原子価構造をみれば、あらゆる原子価の水準が低いため、いかなる原子価も十分に示すことが

できないマイナス原子価、過少の原子価構造であると考えられる。原子価構造をグラフ化したも
のがFigure 1.となる。

2. Ｂさん：VATの結果
ＢさんのVATの結果を分析したところ、その活動的原子価は依存だった。補助的原子価は水

準の高い順に、闘争、逃避、つがい原子価という結果となった。
原子価構造をみれば、依存原子価の水準が抜きん出て高く、その他の原子価の水準が低かった

ため、一方的に自身の原子価のみで結合しようとするマイナス原子価、過度の原子価構造である
と考えられる。原子価構造をグラフ化したものがFigure 2.となる。
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3. Ｃさん：VATの結果
ＣさんのVATの結果を分析したところ、その活動的原子価はつがいだった。補助的原子価は

水準の高い順に、闘争、依存、逃避原子価という結果となった。
原子価構造をみれば、どの原子価の水準もおおよそ低水準でほぼ一定であったため、全ての原

子価が備わっているために対人関係に反応し適応することができるが、相手に心的顔、すなわち
活動的原子価を示すことのできないマイナス原子価、未分化の原子価構造であると考えられる。
原子価構造をグラフ化したものがFigure 3.となる。

4. 非発達障害グループ（Ｄさん、Ｅさん、Ｆさん）：VATの結果
比較対象として、非発達障害グループより抽出した３名のVATの結果を記載する。なお、選

出した３名を含む非発達障害グループ９名は、全員が正常な原子価構造を持っていた。以下の
Figure 4. Figure 5. Figure 6.が、それぞれ１つの活動的原子価と３つの補助的原子価からなる、

Figure 1. Aさんの原子価構造

Figure 2. Bさんの原子価構造
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Figure 3. Cさんの原子価構造

Figure 4. Dさんの原子価構造

Figure 5. Eさんの原子価構造
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正常な原子価構造をグラフ化したものである。グラフを見れば、正常な原子価構造ほど、大きな
正五角形に近い形となっていることがわかる。

Ⅷ：考　　察

以上の結果から、上記３名のデータを含む発達障害グループ９名は、その全てがマイナス原子
価構造を持っていたことが判明した。なお、非発達障害グループ９名の原子価構造については、
全員が正常のものであることが判明した。これらの結果を踏まえ、VATの持つ、発達障害の社
会的側面に関わる査定機能についての可能性を考察したい。

発達障害グループに属する９名全員がマイナス原子価構造であったのは、各マイナス原子価構
造の共通した特徴である、他者との安定したつながりを持てないことが、発達障害が持つ共通し
た問題である、対人関係の問題ある在り方に類似しており、その対人関係の在り方にVATが正
常に機能したためであると考えられる。そのため、Ⅳ：研究目的でもふれたように、発達障害の
社会適応への困難さを、対人関係の側面からVATは計ることが可能であると言えるだろう。

研究目的と方法で述べた両グループの比較については、原子価構造のグラフ（Figure 1-6.）な
どからもわかるように、結果が対照的なものとなったため、統計的分析は行う必要はなかった。
非発達障害グループの選出はランダムサンプリングであるために、当初の想定では、グループ内
に境界性人格障害や、抑うつといった精神病気質を持つ人が含まれていた場合、諸症状の対人
関係に及ぼす特徴がVATによって分析され、両グループにマイナス原子価構造を持つ人が含ま
れる結果となるだろうと予想していた。その場合はクロス集計等の統計的処理が必要となるだろ
う。しかし今回の結果を鑑みるに、発達障害を持つ人は、そうでない人に比べ、マイナス原子価
構造である場合が非常に多いと言える。

すなわちVATには、発達障害の主要な症状である、対人関係における困難さを査定する道具
として妥当性があると言える。なぜならば、発達障害グループと非発達障害グループの比較から

Figure 6. Fさんの原子価構造
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分かるように、前者のグループに属する全ての対象の対人関係の困難さが、VATの結果に表れ
ているからである。従って、発達障害グループの全員がマイナス原子価構造を持っていることか
ら、VATを用いて発達障害の有無を確かめることが出来ると言える。

本研究の結果、すなわち、発達障害の持つ対人関係の困難さが、マイナス原子価構造に特徴付
けられるということは、原子価論による示唆を支持していると言える。従って、発達障害を持つ
人はマイナス原子価構造によって、正常な対人関係を結ぶことが難しくなっている。また、査定
方法としてVATを用いることで、原子価論に基づく心理療法であるVAPs（Hafsi, 2010a）を実
施することが出来る。VAPsとは、クライアントが安定した対人関係を築いていけることを目的
とし、治療的関係における「今・ここ」で、VAPsの基本的な技法を応用しながら、マイナス原
子価構造を正常なものしていく精神分析的心理療法である。

本研究により、発達障害に対するVATの査定機能という、新たな可能性を提示することが出
来たと考えられる。さらに、本研究には、発達障害の治療やカウンセリングに関しても、様々な
示唆が含まれている。まず、今まで、発達障害に対して、何を対象にしてカウンセリングを行う
のか、という問題が明らかにされずにカウンセリングが行われてきた。しかし、原子価論及びそ
れに基づく査定法であるVATや、原子価論に基づく心理療法であるVAPsによって、その問題が
明確になったと考えられる。すなわち、発達障害に対する心理療法やカウンセリングの対象とな
るのは、クライアントのマイナス原子価構造なのである。言い換えれば、カウンセリング目標と
は、VAPsにおける治療段階を踏み、クライアントのマイナス原子価構造を正常なものに変容さ
せることであると言える。勿論、このよう目標は簡単に達成されるものではない。あらゆる精神
分析的心理療法と同様に、VAPsの過程は時間がかり、かつ辛い体験である。従って、クライア
ントの原子価構造の変容を、まず認知や行動の水準から取り扱う必要があると考えられる。その
ために、原子価論に基づく、認知行動療法におけるアサーショントレーニングや、ソーシャルス
キルトレーニングのような技法を開発し、用いる可能性についての検討が必要であるだろう。そ
れによって、発達障害へのより深い理解と、新たな治療的進歩へとつながっていくことが期待さ
れる。
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